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日
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共
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大
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会
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員
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事
務
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西
脇
直
樹 

 

（
一
） 

市営住宅     

預貯
金額

 

記載
問題

 

「わたし考一市政だより」7月号 

全
国
初
の
悪
例
、
抗
議
の
声
に 

大
阪
市
も
「
記
載
な
し
」
を
承
諾 

預 貯 金 記

 

日
本
共
産
党
大
阪
市
会
議
員
団
が

１
４
日
に
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
の

「
預
貯
金
記
載
」
に
関
し
て
「
法
に

も
条
例
に
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
不

当
な
強
要
」
と
抗
議
と
撤
回
を
要
求

し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
２
３

日
、
大
阪
市
当
局
は
「
預
貯
金
の
記

載
が
な
く
て
も
無
効
に
し
な
い
。
受

理
し
ま
す
」
と
、
是
正
回
答
を
し
て

き
ま
し
た
。 

 

 

し
か
し
、
当
局
は
「
預
貯
金
額
記

入
」
は
「
住
宅
困
窮
度
を
知
る
上
で

必
要
」
と
未
だ
不
法
不
当
な
運
用
で

あ
る
こ
と
は
、
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
法
令
上
の
適
正
な
運
用

を
求
め
て
、
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

法
令
に
規
定
さ
れ
な
い
不
当
な
記
載
強
要 

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
裁
量
権
乱
用 

 

こ
の
問
題
は
、
今
月

８
日
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
市
営
住
宅
申
込
書
で

申
込
者
の
預
貯
金
額
記

入
を
強
要
す
る
こ
と
を

強
行
。 

 

日
本
共
産
党
大
阪
市

会
議
員
団
は
、
わ
た
し

考
一
副
団
長
が
７
日
に

「
こ
れ
は
法
と
条
例
に

逸
脱
す
る
不
当
な
制

度
」
と
、
大
阪
市
当
局

に
抗
議
、
撤
回
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。
申
込
者

や
居
住
者
の
抗
議
の
声

が
続
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
日
本
共
産
党
大

阪
市
会
議
員
団
は
、
１

４
日
、
２
度
目
の
申
し

入
れ
を
下
田
敏
人
団

長
、
わ
た
し
考
一
副
団

長
、
い
な
も
り
豊
、
は

せ
正
子
市
議
ら
で
、
都

市
整
備
局
住
宅
部
に
お

こ
な
い
ま
し
た
。 

大
阪
市
に
対
し
て
預
貯
金
額
記
入
な
し
で
も
申
込
書
の
受
理
を
迫
る
、 

日
本
共
産
党
大

阪
市
会
議
員
団
＝
１
４
日
市
役
所
。
右
よ
り
、
わ
た
し
副
団
長
、
下
田
団
長
、
稲
森
市

議
、
長
谷
市
議 

「
法
令
の
入
居
要

件
に
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
、
大
阪
市

も
認
め
る 
 
 

 

公
営
住
宅
法
で
は
、
公
営
住
宅

に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
件

は
、
同
法
２
３
条
に
明
記
、
ま
た

市
営
住
宅
条
例
で
は
、
第
５
条
に

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
や
条
例

に
は
明
確
に
入
居
要
件
と
し
て

「
預
金
な
ど
」
の
「
資
産
」
に
該

当
す
る
項
目
の
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
会
議
員
団
の
指
摘
に
当
局

も
「
要
件
に
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

認
め
ま
し
た
。 

 

市
会
議
員
団
は
、
更
に
法
や
条

例
に
規
定
が
な
い
事
柄
を
市
民
に

強
要
す
る
こ
と
は
、
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
と
行
政
裁
量
権
の
濫

用
」
で
あ
る
と
言
及
し
、
大
阪
府

や
他
の
政
令
市
に
も
全
く
例
が
な

い
と
強
調
。
「
預
金
額
記
載
が
な

く
て
も
申
込
受
付
は
行
う
こ
と
」

と
要
望
し
、
当
局
に
再
検
討
す
る

よ
う
迫
っ
て
き
た
も
の
で
す
。    

わたし考一副団長 談話 
 

７月市営住宅募集は当初、「申

込用紙の住宅事情等の預貯金の

記入されていない場合は申込み

受付できない」と強行な姿勢でし

たが、市民団体の皆さんと市議団

の素早い対応で、「預貯金の記入

が無くても受付ける」ように改善

させることができました。 

引き続き市議団は、二次審査面

接での確認や今後の市営住宅入

居申込書、福祉減免申請書へ、預

貯金額の記入強要による市営住

宅入居申込みの申請権の侵害が

行われないよ

う、住宅困窮理

由に預貯金額

の記入は必要

ないと、皆さん

と力を合わせ

て頑張ります。 

 



◆
新
田
孝
委
員 

公
的
な
お
金
が
投
入
さ
れ

る
市
営
住
宅
に
は
、
本
当
に
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
方
に
入
居
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、

収
入
だ
け
で
な
く
保
有
資
産
も
何
ら
か
の
方

法
に
よ
り
選
考
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。 

 

一
つ
提
案
で
す
が
、
入
居
申
込
書
に
預
貯
金

な
ど
の
資
産
を
ど
の
程
度
持
っ
て
い
る
の
か
、

現
在
の
住
宅
に
引
き
続
き
居
住
で
き
な
い
理

由
は
記
入
さ
せ
て
は
ど
う
か
。 

 

万
一
、
入
居
申
込
書
の
記
載
内
容
が
偽
り
が

判
明
し
た
場
合
、
入
居
の
決
定
を
取
り
消
せ
ば
、

住
宅
に
困
っ
て
な
い
方
の
申
し
込
み
を
抑
止

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

◎
内
田
部
管
理
企
画
担
当
課
長 

住
宅
困
窮

者
が
市
営
住
宅
に
入
居
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

住
宅
に
困
窮
し
て
い
な
い
方
の
申
し
込
み
を

抑
え
る
こ
と
も
重
要
。 

 

入
居
申
込
書
に
住
宅
困
窮
理
由
を
記
入
し
、

記
載
内
容
の
偽
り
が
判
明
し
た
場
合
、
入
居
決

定
、
承
認
を
取
り
消
し
は
有
効
な
手
段
。
実
施

に
向
け
、
入
居
申
込
書
の
様
式
の
あ
り
方
、
早

急
に
検
討
す
る
。 

◆
新
田
孝
委
員 

入
居
申
込
書
の
様
式
を
変

え
る
。
入
居
者
家
賃
負
担
は
、
保
有
資
産
が
な

い
方
は
本
来
の
応
能
応
益
家
賃
を
適
用
し
、
預

貯
金
等
の
資
産
を
保
有
し
て
い
る
方
は
別
途

家
賃
と
す
る
こ
と
が
必
要
。
家
賃
決
定
に
収
入

基
準
に
加
え
資
産
基
準
導
入
が
必
要
。 

 

現
公
営
住
宅
法
令
で
は
、
家
賃
算
定
は
収
入

の
み
、
法
令
改
正
な
ど
が
必
要
。
直
ち
に
導
入

は
難
し
い
。
問
題
提
起
し
な
い
と
進
ま
な
い
。

国
に
も
積
極
的
に
提
言
す
べ
き
。 

 

家
賃
算
定
に
負
担
の
公
平
を
図
る
観
点
か

ら
、
資
産
基
準
の
導
入
検
討
を
。 

◎
坂
本
住
宅
部
長 

家
賃
算
定
に
際
し
ま
し

て
は
、
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
応
能
応

益
家
賃
は
本
当
に
家
賃
の
支
払
い
が
困
難
な

程
度
に
応
じ
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も

の
。
家
賃
決
定
の
た
め
の
収
入
要
件
に
資
格
要

件
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
今
後
、
国

と
も
相
談
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

◆
新
田
孝
委
員 

保
有
資
産
の
考
慮
は
、
家
賃

福
祉
減
免
制
度
に
も
当
て
は
ま
る
。
収
入
が
著

し
く
少
な
く
保
有
資
産
な
い
方
は
、
家
賃
を
全

額
負
担
は
困
難
で
あ
か
ら
家
賃
福
祉
減
免
を

適
用
し
居
住
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
重
要
だ

が
、
預
貯
金
等
資
産
を
保
有
し
て
い
る
方
は
、

た
と
え
著
し
く
収
入
が
少
な
く
て
も
家
賃
福

祉
減
免
を
適
用
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

入
居
申
し
込
み
と
同
様
、
申
請
書
に
保
有
資
産

の
状
況
を
記
入
さ
せ
て
は
ど
う
か
。 

◎
内
田
管
理
企
画
担
当
課
長 
家
賃
福
祉
減

免
制
度
も
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
本
当

に
家
賃
の
支
払
い
が
困
難
な
方
に
限
定
し
て

適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
う
で
な
い
方
に

は
適
用
を
控
え
る
。 

 

家
賃
福
祉
減
免
申
請
書
に
申
請
者
み
ず
か

ら
が
保
有
資
産
の
状
況
を
記
入
、
記
載
内
容
の

偽
り
が
判
明
し
た
場
合
は
減
免
措
置
を
取
り

消
す
こ
と
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
実
施
に
向

け
、
家
賃
減
免
申
請
書
の
様
式
の
あ
り
方
、
そ

の
他
も
早
急
に
検
討
す
る
。 

◆
新
田
孝
委
員 

今
の
収
入
基
準
、
所
得
基
準

等
は
今
ま
で
大
阪
市
の
考
え
方
だ
け
ど
、
他
局

も
い
ろ
い
ろ
と
資
産
基
準
を
用
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
公
平
性
が
図
れ
る
う
場
面
が
多
々
出

て
く
る
。
国
民
健
康
保
険
し
か
り
、
い
ろ
ん
な

場
面
で
出
て
く
る
。
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
、
都
市
整
備
局
が
発
信
を
す
れ
ば
公
平
・

公
正
社
会
が
築
か
れ
る
。 

 
 

（
二
） 

困
窮
度
判
定
を
歪
め
た 

自
民
議
員
質
問
が
引
き
金 

２
０
０
９
年
３
月
１
２
日 

計
画
消
防
・
通
常
予
算
委
員
会
議
事
録
よ
り 

 

市営住宅入居申込書 裏 

○
大
阪
府
府
営
住
宅
入
居
申
込
書
に
は
、 

 
 
 

金
額
に
関
す
る
記
入
は
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

(

参
考
資
料) 

市営 

 住宅 

預貯金 

記入? 
減 

 免 

 収入は表面記載のとおりで

あり、かつ世帯の預貯金合計

は約    万円であるが、次

の理由により、現在の住宅に

引き続き居住できず、新たに

民間住宅を確保できません。 

 ◎下記の「住宅事情等」欄

は必ず記入してください。記

入されていない場合は申込

み受付できません。 

③住宅に困っている理由は何ですか。 

1.家賃が高い 2.住宅が狭い 3.設備が不十分 4.住宅が

古くていたんでいる 5.環境が悪い 6.災害の危険がある 

7.他の世帯と同居しており、独立したい 8.正当な理由に

よる立ち退きの要求を受けている 9.通勤に不便 10.結

婚するため 11.介護等目的の親族との近居 12.その他 


